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　「花と緑のぐんまづくり 2019 
in みなかみ」のクロージング
セレモニーが９月 23 日にみ
なかみ町で行なわれました。
鬼頭みなかみ町長から盾を引
き継いだ新井市長は「訪れた
全ての人に感動してもらえる
大会にする」と意気込みまし
た。
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花と緑のぐんまづくり 2020 in 藤岡　事業説明会の様子

「花と緑のぐんまづくり 2019 in みなかみ」のクロージングセレモニー

　10月 10日、花と緑のぐんまづくりの事業
説明会がみかぼみらい館で行われ、市民ら約
300人が参加しました。説明会では市民の皆
さんと共に盛大なイベントに育てるという思
いを込めて、新井市長から地域コミュニティ
の代表である秋葉区長会会長へ盾が手渡され
ました。また、プレイベントに協力した市民
団体の代表などが本イベントの抱負を語り、
本イベントへの気持ちを新たにしました。
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石川県羽咋市
は く い

かがり火がたかれる中、行われた唐戸山神事相撲。

　藤岡市と羽咋市の姉妹都市提携のきっかけとなっ
た、日本三辻の一つに数えられる「唐戸山相撲場」。
ここでは、羽咋神社の祭神・磐

いわつく わけのみこと

衝別命の命日である
9月25日に、毎年神事相撲が行われています。
　今年も、四隅にかがり火がたかれた土俵で、「水
なし、塩なし、まったなし」の古式にのっとり、加
越能三州から集まった力士約100人が夜遅くまで土
俵で激しくぶつかり合い、会場に詰め掛けた観客を
沸かせました。
奥
おくゆみ

弓の結びの一番では、習わしどおりに両力士が
土俵際で行司を巻き込んで同体となり、両者大関の
座に就きました。

２000年の伝統を継承

唐戸山神事相撲が開催

　今年度の夏季企画展のテーマとなった埴輪
には、古墳時代の人々の思いが込められていま
した。中でも、群馬県で数多く見つかっている
馬の埴輪については、特に強い思いがあった
ようです。
　馬はもともと日本には生息しておらず、古
墳時代になって朝鮮半島から運ばれてきたと
いわれています。繁殖が始まったばかりで数
も少なかったため、有力者しか乗れない貴重
な存在でした。今でいう高級車のように、馬
自体が単なる飼育動物ではなく権力の象徴と
なっていたので、有力者の中でも上位にいる
人たちは、金色に光る豪華な装飾（馬具）で馬
を飾り立てて、自身の権力を最大限にアピー
ルしていました。古墳に並んだ馬の埴輪はほ
とんどが豪華な馬具を身につけたもので、葬
られた人の権力を示す良い目印となっていた

ようです。
　本市では、大きさが20mに満たない古墳に
も馬の埴輪が並べられていました。小さな古
墳ではありますが、馬の埴輪を古墳に並べる
ことでその古墳に偉い人が葬られていたのだ
と示そうとしたのかもしれません。

平井地区の古墳から出土した馬の埴輪（藤岡歴史館常設展示）

～藤岡の文化を探る～
問い合わせ　文化財保護課（☎㉓ 5997）

 No.44 古墳に並んだ「はにわうま」
～馬は権力の象徴～

花と緑のぐんまづくり通信
https://www.city.fujioka.gunma.jp/hanamidori/

問い合わせ　都市施設課（☎402332）
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